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研究成果の概要（和文）：長江流域から日本列島西半部にかけての遺跡からはコイ科魚類遺存体が大量に出土し
ている。本研究では魚類遺存体と漁撈具等の遺物について詳細な分析を行い、農耕社会への移行期における漁撈
と稲作の関係を明らかにした。後氷期に食糧資源の転換を迫られた人々は，ヨシ場に産卵にやってくる魚群をみ
つけ、水辺の資源を利用するようになった。長江流域ではその中に野生イネが含まれ、漁撈とイネ採集のセット
が成立、さらに生業活動はイネの栽培やコイの養殖へと発展した。養鯉にともなう水を制御する技術は水田稲作
に転用された。江蘇平原などで発達した網漁撈技術は、その後、河南や山東へ広がり、稲作と切り離された漁撈
技術として確立していく。

研究成果の概要（英文）：Cyprinid fish remains are excavated in large quantities from the western 
part of Japanese Archipelago to the basin of Yangtze.  In this project, to clarify the relationship 
of rice cultivation and freshwater fishery during the shift to agricultural society, we examined a 
detailed analysis of fish remains and fishing gear. People who forced the conversion of food 
resources in the post-glacial period, found fish that came to lay eggs in the water ecotone, and 
began to use the resources of the water front, including fish and wild rice. And a set of fishery 
and gat hering of rice was established and then carp forming and rice cultivation developed. 
Technique for controlling the water associated with carp farming were diverted to paddy rice 
cultivation. Net fishing technology was developed in the set of fishery and rice cultivation in the 
Jiangsu plain and the Yangtze River basin spread to Henan and Shandong independently of the rice 
cultivation.

研究分野：環境考古学
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１．研究開始当初の背景 
長江流域から日本列島西半部にかけては、
中新世以降現在にいたるまでコイ科魚類が
豊かな地域で，更新世にはヒトも生活してい
た。しかし，人によるコイ科魚類の利用は，
後氷期になって盛んになる。野生イネが自生
する長江流域では，イネ遺存体に随伴してコ
イ科魚類遺存体が多く出土しているにもか
かわらず研究はあまり行われていなかった。
咽頭歯の同定には魚類学の専門的な知識を
必要とするため、日本の考古遺跡についても
同様であった。 
稲作の起源や水田稲作に開始については
さまざまな分野の学際的な共同研究が行わ
れている。農学、遺伝学や考古学との共同研
究では、野生イネと栽培イネとを区分する新
しい方法により、野生イネの栽培化過程がよ
り具体的に明らかにされつつある。また、浙
江省田螺山遺跡で行われた国際共同調査で
は、自然遺物の科学的分析が学際的に行われ、
狩猟採集段階から農耕（稲作）段階へと段階
的に変化したという従来の説を大きく覆す
成果が出ている。つまり、稲作開始期は、様々
な食料を網羅的に獲得する広範囲経済のも
とにあり、その食料のひとつとして野生イネ
が存在し、人の選択により栽培化されたとい
う想定がなされた。これらの研究は、言い換
えるとイネと人との関係を探るものである。
そして、広範囲経済はイネを「one of them（中
村 2008）」とすることにこれまでと異なる視
点があった。しかし、稲作起源の問題の中心
は依然として「野生イネの栽培化」であり、
ほかの生業との関係についてはまだ本格的
な研究が行われているわけでない。こうした
なか、魚類遺体を分析することで人の生業活
動をも解明できる方法が近年確立されつつ
ある。一方、人と魚との関わり合いを示すも
のとして漁撈関係遺物があるが、近年の中国
考古学においてほとんど注目されなくなっ
ている。とくに、中国新石器時代における研
究では、1990 年代に進められた甲元真之に
よる体系的な研究以降はほとんど行われて
いない現状である。甲元は、生業を構成する
様々なカテゴリーのひとつとして具体的な
漁撈活動とその地域性を明らかにしている。
黄河流域と東北地方では刺網、釣針、刺突具
に投網が加わっていく。長江下流域では刺網、
投網、刺突具が卓越し、釣針が見られるのは
殷代以降である。こうした長江下流域の特徴
は、水田稲作が行われる環境に適応したもの
と考えられている（甲元 1993）。こうした漁
撈具と漁撈活動の基礎研究が行われながら
も、その後、深化されることはなかった。 

 
２．研究の目的 
後氷期における環境の変化の中で、経済活
動も狩猟経済から広範囲経済、さらに農耕経
済へと変化する。先の研究課題では、稲作開
始期におけるさまざまな生業活動の中でフ
ナやコイを対象とした淡水漁撈がどのよう

な役割をはたしてきたのかを論じた。本課題
では、農耕社会への移行期に焦点をあて、そ
のことを論じることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、コイ科魚類から得られる情報
に基づいて、考古学に貢献することを目的と
している。そこで、魚類形態学で通常行う方
法によって、考古資料である咽頭歯遺体を扱
った。主として長江流域の新石器時代遺跡か
ら出土するコイ科魚類咽頭歯遺存体につい
て、種の同定を行い、種類構成、体長推定な
どを行う。それによって、どのように魚が捕
られたかを示す。脊椎骨や咽頭骨遺存体の薄
片を作製し、そこに見られる冬輪の観察法を
確立し、魚の採捕季節や年齢を推定する。ま
た、魚類遺体に随伴する、あるいは同時代の
漁具を中心にした生業にかかわる遺物から
の知見と合わせ、水辺エコトーンでの漁撈活
動が他の生業とくに稲作とどのように関わ
っていたのかを示す。コイ科魚類遺体の研究
と考古学との学際的研究を進める基盤を国
際的に構築し、さらに中国の考古学に咽頭歯
研究を定着させるために、中国の研究者を招
聘するとともに、国内外の咽頭歯研究者の育
成を図った。 
 
４．研究成果 
中国社会科学院考古学研究所、湖南省文物
考古研究などによって発掘され、同研究所に
保管されている河南省賈湖遺跡、広西チワン
族自治区頂シ山貝塚、湖南省玉蟾岩洞穴、湖
南省高廟遺跡出土の魚類遺存体について同
定を行うとともに、賈湖遺跡については、コ
イの体長分布を示した。西日本の岡山県南方
遺跡、鳥浜貝塚、東日本の秋田県中山遺跡、
宮城県北小松遺跡の魚類遺存体の同定を行
った。南方遺跡については、コイの咽頭骨遺
存体について成長線の観察から、採捕季節、
年齢を推定した。また、比較のためヨーロッ
パ内陸部（チロル地方およびスロベニア）の
新石器時代の淡水漁撈の調査を行った。この
地域において、淡水漁撈は新石器時代以来、
盛んに行われ、中世から近世には修道院等で
コイの畜養池が広くみられ、冬至祭などで食
されてきたことなどが判明した。淡水漁撈や
養殖は、東アジアに限らず、内陸部では重要
な生業であることが明らかになった。 
中国の漁具については、2016年度までの発
掘調査報告書等での報告済みの漁撈具資料
を網羅的に収集し、分析を行った。とくに水
田稲作と漁撈・養魚との組み合わせを想定で
きる漁網錘は、大きく分けて２つの画期があ
る。ひとつは、長江下流域で始まった初期水
田の成立に伴い、同じ水辺環境で行われた漁
撈・養魚の時期である。その後、漁網錘は先
史時代末ごろから、黄河中流域にまで分布を
拡大するが、とくに二里崗・殷の中心地域に
多く出土するようになる。水田稲作に関わる
遺物とは明らかに異なる出土状況であり、初



期王朝期に、さまざまな家畜動物が管理され
たことを鑑みると漁撈の方法や養魚の管理
について大きな画期があったと考えられる。 
淡水漁撈と稲作の関係史について、先の課
題と本課題での成果を表１にまとめた。農耕
（稲作）と漁撈の関係は、産卵のためにヨシ
場にやってくるフナやコイの大群を発見し
たことから始まる。長江流域では、野生のイ
ネが自生しており、多様な水辺の食料源の１
つとしてイネの種子の採集が始まる。低湿地
での定住生活によってイネの栽培化が進む
ことになる。それと同時に、野生動物を飼育
することも始まり、コイもその対象となった。
そのことは、コイの体長分布のが、成熟個体
に限られるもの（赤野井湾遺跡、入江内湖遺
跡、賈湖遺跡第 1文化期など）から未成熟に
最も高いピークがある分布（朝日遺跡、南方
遺跡、賈湖遺跡第 3文化期）に変化すること
からわかる。また、咽頭骨遺存体の冬輪の観
察から、南方遺跡ではコイが秋に採捕されて
いることがわかり、縄文時代の産卵期の漁撈
とは対照的で、コイを飼育管理下においてい
たことをうかがわせる。朝日遺跡や南方遺跡
は弥生時代の遺跡で、すでに水田稲作と養鯉
が同時に行われている。しかし、賈湖遺跡は
まだイネの栽培化が始まる時代であり、水田
はまだない。 
 すなわち、イネの採集のきっかけは、産卵
期のフナやコイの大群の発見であり、大量に
獲れる時にとって保存することから、低湿地
での定住生活がはじまり、イネの採集、さら
に栽培へと進んだ。イネの栽培の場所は、は
じめは自然の水辺エコトーンであった。その
後、コイを飼育下におくために、水を制御す
る土木技術が必要となる。養鯉の発達ととも
に水を制御する土木技術を発達させていっ
た。その技術が水田稲作に転用され、稲作の
場が水辺エコトーンを離れ、陸域での水田稲
作へと発展したと考えられる（図１）。 
 長江流域から日本列島西半部にかけての
地域では、淡水漁撈と農耕が密接にかかわっ
ていることがこれまでの研究によって示さ

れたが、淡水漁撈はこの地域に限られた生業
ではない。ヨーロッパでも東北日本でもコイ
科やサケ科魚類を対象とした漁撈が行われ
ていたことを示した。しかし、漁撈と農耕は
それぞれ別の生業として行われており、密接
な関係の兆候はない。淡水漁撈と農耕（稲作）
との密接な関係が生まれたのは、長江流域か
ら日本列島西半部にかけて地域の特徴であ
る。この地域は、夏に多雨のモンスーン気候
の強い影響を受け、広い水辺エコトーンが形
成される。そこを産卵場とするフナやコイが
生息している。さらに、長江流域には野生イ
ネが自生していた。そのことが、淡水漁撈と
農耕（稲作）を結びつけた結論できる。 
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